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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人表面化学分析技術国際標準化

委員会（JSCA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制

定すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格であ

る。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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表面化学分析－二次イオン質量分析法－ 

単一イオン計測ダイナミック二次イオン質量分析法 

における飽和強度の補正法 

Surface chemical analysis-Secondary ion mass spectrometry-Correction  

method for saturated intensity in single ion counting dynamic secondary ion  

mass spectrometry 

 
序文 

この規格は，2018 年に第 1 版として発行された ISO 20411 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

二次イオン質量分析法（SIMS）を用いた物質の定量分析では，元素種の濃度は，測定された信号強度と

線形関係でなければならない。ただし，パルス計測システムで使用する検出計は，計数率の上昇に従って，

検出計が飽和するため，信号強度と濃度との関係が非線形になることがある。これは，高計数率の元素種

濃度が過小評価される原因となる。計数システムの非線形性は，適切な方法を用いて補正可能であり，補

正された計数率によって，線形範囲をより広くすることが可能である。 

この規格では，高計数率領域における線形性を評価する方法を説明し，また，ある状況下での飽和強度

の補正方法を提供する。線形性の評価及び補正は，低濃度領域から高濃度領域の間で緩やかに濃度が変化

する標準物質中の 2 種類の同位体の深さ方向分布分析に基づいた試験によって行う。補正方法は，中間拡

張不感時間近似モデルに基づいている。 

この規格は，新しい分析計が適切な信号強度範囲で動作するようにその特性を評価する際に，又は新し

い分析条件を適用する際に，使用することを推奨する。また，増倍管の電圧，信号検出しきい値など検出

回路に実質的な変更を加えた後，増倍管を交換した後又は約 6 か月ごとの間隔で，この規格による補正を

繰り返すことを推奨する。 

1 適用範囲 

この規格は，磁気セクター型二次イオン質量分析計又は四重極型二次イオン質量分析計のパルス計測方

式における強度軸の線形性からのかい（乖）離を許容する最大計数率の測定方法について規定する。この

規格では，低濃度領域から高濃度領域の間で緩やかに濃度が変化する標準物質中の 2 種類の同位体の深さ

方向分布分析に基づいた試験を行う。また，検出器の不感時間によって生じる飽和強度の補正方法を含む。

この補正によって，95 %の線形性をもつ強度範囲を拡大することが可能となるため，補正式が有効である

分析計では，より高い計数率を使用することが可能である。 


